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－過去のアンケート調査の比較とピッツバーグ大学図書館の現状から 
グッド 長橋 広行＊ 
 
 本稿は，米国大学図書館が 1990 年代前半から提供し始めた GIS（Geographic Information Systems）サービスの動向と将来の展望を，
過去のアンケート調査と著者の追跡調査，GIS 教育との関わりを通して考察する。大規模大学図書館ではすでに 90％の普及率に達している
が，今後利用者を増やしていくには，しっかりしたデータ・コレクション・プランが必要であると考えられる。また，中規模，小規模大学
図書館はまだ 20～30％の普及率でこれからも伸びるであろうが，より充実した GIS サービスを提供していくには，学科や学部との共同作
業が望ましいと思われる。 
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（Association of Research Libraries）は，GIS ソフト開発
会社 ESRI（Environmental Systems Research Institute，
Inc．）と共同で，1992 年に GIS リテラシー・プロジェク
トを開始した。会員図書館から 1，2 名のライブラリアン
を ESRI の GIS ソフト講習会に無料で招待し，帰りにはそ
の GIS ソフトを無料で配布するというものであった。この
プロジェクトは好評を得，ARL は第 2 回，第 3 回と講習会
を開いていった2)。 
 このように政府と ARL の主導で始まった米国大学図書
館における GIS サービスが，この約 20 年の間にどのよう
に変化してきたか，過去に行われた幾つかのアンケート調
査と今回著者が行った追跡調査，そしてピッツバーグ大学
での GIS 教育と図書館における GIS サービスの関わりと
変遷を通して今後の展開を考えてみたい。 
2．大学規模の差異による GIS サービス普及の格差 
2.1 大規模大学図書館における GIS サービスの立上がり 
 1992 年から GIS リテラシー・プロジェクトを行ってき
た ARL は，その効果を調べるため，1997 年にメンバー図
書館を対象にアンケート調査を行った 3)。これは大学図書
館での GIS サービスに関する初めての本格的調査だった。
アンケートは 121 のメンバー図書館に送られ 72 館（60％）









うち 45 館（70％）が，GIS 関連の科目を持つ学科でも GIS
サービスを提供していると答えている。多くの大学で図書






 Kinkin とHench はいままでの図書館とGISサービスに
関する調査が，大規模大学図書館を対象にした調査にかた
よっていたことを指摘し，2001 年に中規模大学図書館向け
の調査を実施した5)。アンケートを送った 238 館のうち 168
館（63％）の図書館から回答が寄せられたが，そのうち
GIS サービスを提供している図書館は 22 館（13％）だけ
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であった。27 館（16％）が将来の導入を検討していると回
答。残りの 119 館は導入の検討もしていないという回答
だった。4 年前に ARL が行ったメンバー図書館に対する調












べて備えた ArcGIS は 1997 年当時にはまだ開発されてい
なかったが，2001 年には中規模大学図書館の 5 館（23％）
が使っていた。 
 オペレーティング・プラットフォームは，1997 年当時も
Windows（95/NT または 3.1）が 58％（37/64）で過半数
を占めているが，DOS（22％，14/64）や UNIX（11％，
7/64），Mac（6％，4/64）を使っている図書館もまだあっ









































に対し，大規模大学図書館では 3 分の 2 以上の図書館が
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（21/71）
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（0/4） 
表 2 大規模大学図書館 

















いていない）が 1 人いるという図書館が 10 館（45％）と
半数に満たない。また 5 館が「GIS の知識が多少ある学生
アシスタントがいる」と答えている。そのほかはフルタイ
ムまたはパートタイムの職員（もちろん他にも職務はある）
が交代で担当しているという答えが 5 館あった。 
 このような人員でどのようなサービスを提供していたの
であろうか。現実は 15 館（68％）の中規模大学図書館が






きる」と答えた図書館がそれぞれ 6 館あった。 
 一方大規模大学図書館のアンケート結果では，具体的な
サービス提供時間として 20 時間かそれ以内という図書館
が 38 館（59％），20 時間以上というのが 17 館（27％）あっ
た。1 週間に幾つ質問に答えるかという問いには，最高が






2.3 2 つのコンソーシア参加大学図書館に対する調査 




調査を実施した 1)。質問は①すでに GIS サービスを実施し
ているか。②していない場合は将来実施する計画はあるか，










 大学の規模との関係を比べるため，表 1 のカーネギー高
等教育機関分類表に，2005 年の調査結果と過去 2 回の調
査結果を並べてみた。大規模大学図書館の普及率は 89％か
ら 86％とわずかに減っているが，1997 年の回答総数が 72
館なのに対して，2005 年は７館のみなので，ほぼ横ばいと
見ていいだろう。やはり大規模大学図書館の普及率は他と
比べて高い。しかし，中規模大学図書館も 2001 年の 13％
から 2005 年の 22％と増加している。そして注目したいの







3．ピッツバーグ大学図書館の GIS サービスと GIS
教育 






ため，509 万冊の書籍と 54 万部の電子書籍を所蔵し，5 万
誌の雑誌と 4 万 3,000 誌の電子ジャーナルを購読している
6)。 
 ピッツバーグ大学図書館はデポジトリー図書館の 1 つ
で，1992 年からタイガー形式の GIS データが連邦政府か
ら送られてくるようになったが，当初は人員不足を理由に











表 3 中規模大学図書館 GIS 向け予算 2001 年 
  トレーニング ソフトウェア／
ハードウェア 
$0－$999 82％（18） 64％（14） 
$1,000－$1,999 9％（2） 14％（3） 
$2,000－$2,999 5％（1） 0 
$3,000＋ 0 9％（2） 
その他 5％（1） 14％（3） 
（ ）内は回答した図書館数 
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のもとに GIS タスクフォースが結成された8)。 










ローチを中心とした GIS の科目を開講している。 
 
3.3 GIS 教育体系確立と図書館の GIS サービス 
 GIS 修了証書プログラムのために GIS ラボと RS
（Remote Sensing）ラボが地質学・惑星科学科に設けられ
た。GIS ラボには 20 台のコンピュータが並び，RS ラボに
はコンピュータの他に大容量のサーバー，大きな地図を出
力できるプロッタなどが完備されている。ソフトウェアも
ArcView や ArcInfo，ArcGIS など充実している10)。情報学
科には VISC（Visual Information Systems Center）があ




 ひるがえってヒルマン図書館の GIS サービスは，ハード
ウェアはコンピュータ 1 台とカラープリンター1 台のみ。
ソフトウェアは最新の ArcGIS を搭載しているが，GIS 修
了証書を取得した担当ライブラリアンが家族の都合で




科での GIS 教育とラボが充実してきたため，図書館の GIS
サービスが質問を受けるのは 1 学期に 5，6 問と少なくなっ
てきているという。 







タ＆マップ，グローバル GIS DVD-ROM セットなどを所
蔵している12)。 


















図書館 22 館のうち 21 館にアンケートを送り，12 館から
回答を得た14)。まず気になったのは，12 館のうち 2 館が
GIS サービスをやめていたことである。両館とも利用者の
数が少ないことを最大の理由に挙げているが，１館はさら
に「GIS サービスは 2 つの学科でも提供されているので，
もう図書館で同じサービスを続ける必要はないと判断し
た」と付け加えていた。 













 中小規模の大学では学科で GIS ラボを持つほど予算が
ないであろうが，各方面の人材を集めて図書館の GIS サー
ビスを改善していけば，少ない予算でも充実した図書館の




は，大学図書館における GIS について 8 問の簡単なアン
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ケート調査を e メールで行った15)。そこで著者は同じ質問
を 2 つの GIS 関連のメーリングリストに送信することで，
10 年後の追跡調査を試みた。質問の内容は文末の付録を参
照されたい。 
Badurrek の 調 査 方 法 は ミ ネ ソ タ 大 学 John R. 
Borechert 地図図書館のウェブサイトに載っていた GIS 図
書館ホームページのリストから，12 の大規模大学図書館の
GIS または地図の図書館をアトランダムに選び，担当者に
質問を e メールで送ったもの。12 のうち 10 館から回答を
得た。 




リスト map-L の 2 つに同じ質問を送信した。3 週間で 12









答の中に「6 分館に 200 台」「107 台」「キャンパス全体で
472 台」という大学があった。その 3 校ははずし，残りの
回答の平均台数を掲載した。 












 一番興味深いのはスタッフが GIS サービスに使う時間






































た図書館サービスの 1 つになっていくと考えられる。 
 
付録 
1999 年に Badurek が行ったアンケート調査の日本語訳 





1（とても満足）2  3  4  5（とても不満足） 
4． どの GIS ソフトウェア・パッケージを使っています
表 4 1999 年と 2009 年のアンケート結果比較 
質問

























1999 3.30 台 2.75 2.67 3.85 24.10％ 5.57 人
2009 3.00 台 2.25 2.92 3.42 18.33％ 2.63 人




1（とても満足）2  3  4  5（とても不満足） 
6． 利用者にとってそのソフトウェアはどの程度使いやす
いと思いますか。 
1（とても満足）2  3  4  5（とても不満足） 
7． GIS サービス・スタッフは利用者のためにどのくらい
の時間を使っていますか。勤務時間の_____％ 
8． 1 日平均，GIS コンピュータはどのくらい利用されて
いますか。_______回／1 日 
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Special feature: Application of historical geographic information systems. Trend of GIS services in US 
academic libraries －from comparison of past surveys and current situation of the University of Pittsburgh. 
Hiroyuki Nagahashi GOOD (University of Pittsburgh East Asian Library, 207H Hillman Library, 3960 Forbes 
Avenue, Pittsburgh, PA 15260 USA) 
 
Abstract: This paper studies trends and the prospects for future of GIS (Geographic Information Systems) 
services in U.S. academic libraries, which have started in early 1990s, based on past surveys, my follow-up 
survey, and relation with GIS education. Libraries at the doctoral/research universities offer GIS services 
almost 90% already, but they need to have a good data collection plan in order to increase users. Libraries at 
the master’s colleges and universities, and the baccalaureate colleges offer GIS services only 20-30% but its 
proportion will be increased in near future. They would better to do joint efforts between libraries and other 
departments on campus regarding the use of GIS for better services. 
Keywords: Geographic Information System / GIS services / remote sensing / libraries / North American 
libraries / University of Pittsburgh / survey / follow-up survey 
 
